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我
が
国
に
お
け
る
産
業
界
、
大
学
等
の
教
育
機
関
、
研
究
機

関
及
び
国
な
ど
全
て
の
関
係
機
関
に
お
い
て
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
盤
及
び
今
後
の
原
子
力
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
人
材
の
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
二
○
一
○
年
一
一
月
に
「
原

子
力
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
産

業
界
、
学
術
界
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
各
省
庁
の
八
四
機
関
が

参
加
し
て
い
る
。
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
日
本
原
子
力

産
業
協
会
及
び
原
子
力
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
が
共
同
事
務
局
を

務
め
て
い
る
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
主
催
に
よ
り
毎
年
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
、
二
月
一
三

日
に
日
比
谷
国
際
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ

れ
た
。
参
加
者
は
、
対
面
参

加
が
五
一
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
が
九
五
名
の
計
一
四
六

名
で
あ
っ
た
。

　

午
前
中
は
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
運
営
委
員
会
委
員
長
で

あ
る
増
井
日
本
原
子
力
産
業

協
会
会
長
か
ら
の
開
会
挨
拶

に
続
い
て
、
事
務
局
長
で
あ

る
中
野
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
原
子
力
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
長
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
状
況
の
報
告
の
後
、
原

子
力
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
に
資
す
る
デ
ー
タ
収
集
と
分
析

と
し
て
三
件
の
発
表
が
あ
っ
た
。
最
初
は
、
日
本
原
子
力
文
化

財
団
企
画
部
の
永
田
氏
よ
り
、「
原
子
力
に
関
す
る
世
論
調
査（
二

○
二
三
年
度
）
の
結
果
と
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
次
世
代
層
へ

の
情
報
発
信
方
法
」
と
題
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
日

本
原
子
力
産
業
協
会
人
材
育
成
部
の
藤
原
氏
よ
り
、「
原
子
力
関

連
学
科
・
専
攻
の
学
生
動
向
な
ら
び
に
原
子
力
関
連
企
業
・
機

関
の
採
用
状
況
の
調
査
」
と
題
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。
午
前
の

最
後
に
は
、日
本
原
子
力
産
業
地
域
交
流
部
の
澤
木
氏
よ
り
「
原

子
力
発
電
に
係
る
産
業
動
向
調
査
二
○
二
四
（
二
○
二
三
年
度

対
象
調
査
）」
と
題
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。

　

午
後
に
は
、
魅
力
発
信
の
実
例
紹
介
と
し
て
三
件
の
発
表
が

あ
っ
た
。
最
初
は
、
土
木
技
術
者
女
性
の
会
副
会
長
で
Ｊ
Ｒ
西

日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ(

株)

の
深
瀬
氏
よ
り
、「
未
来
の
ド

ボ
ジ
ョ
を
求
め
て
～
土
木
技
術
者
女
性
の
会
の
取
組
～
」
と
題

す
る
報
告
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
広

報
部
の
宮
里
氏
よ
り
「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
広
報
活
動
」
と
題
す
る
報

告
が
あ
っ
た
。
最
後
に
、
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
副
校
長
の

鈴
木
氏
よ
り
「
廃
炉
ロ
ボ
コ
ン
を
通
し
た
地
域
貢
献
」
と
題
す

る
報
告
が
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
の
門
馬
理
事
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ

た
。
各
発
表
に
対
し
て
、
フ
ロ
ア
お
よ
び
オ

ン
ラ
イ
ン
か
ら
も
概
し
て
活
発
な
質
疑
応

答
が
あ
っ
た
。
特
に
、
今
回
初
め
て
原
子

力
以
外
の
分
野
か
ら
、
魅
力
発
信
の
実
例

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
原
子
力

分
野
の
参
加
者
に
と
っ
て
は
大
い
に
参
考

に
な
っ
た
と
思
う
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
以
降
、

内
外
で
原
子
力
の
役
割
が
見
直
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
原
子
力
分
野
で
も
原
子
力
の

魅
力
を
機
関
横
断
的
に
強
く
発
信
し
て
ゆ

く
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
た
め
本
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
役
割
が
今
後
益
々
問
わ
れ
て

い
る
と
感
じ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比

で
は
、
両
地
に
生
き
る
動
物
（
そ
の
八
）
を

紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
や
プ
ラ
ー

タ
ー
公
園
周
辺
、
農
地
、
郊
外
の
森
で
は
カ
ラ
ス
の
群
れ
を
よ
く

見
か
け
る
。
種
類
的
に
は
、
体
長
約
四
五
セ
ン
チ
で
く
ち
ば
し

の
根
元
が
白
っ
ぽ
く
、
成
熟
す
る
と
顔
の
羽
毛
が
抜
け
る
特
徴

を
有
す
る
フ
ー
ド
ガ
ラ
ス
（
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス
）
と
体
長
約
六
○

セ
ン
チ
と
カ
ラ
ス
の
中
で
も
最
大
級
の
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
の
二
種

類
が
あ
る
。
フ
ー
ド
ガ
ラ
ス
は
、群
れ
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
、

特
に
冬
に
は
大
き
な
群
れ
を
形
成
し
ウ
ィ
ー
ン
の
冬
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
る
。
交
通
量
の
多
い
道
路
で
ク
ル
ミ
を
落
と
し
て
車

に
割
ら
せ
る
行
動
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
都
市
環
境
に
適
応
し
て

い
る
。
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
、
低
く
響
く
声
で
鳴
き
、
単
独
ま
た
は

ペ
ア
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
縄
張
り
意
識
が
強
い
。
高
度

な
知
能
を
持
ち
、道
具
を
使
う
行
動
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

食
べ
物
を
貯
蔵
し
、
後
で
取
り
出
す
習
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

冬
に
な
る
と
東
欧
や
ロ
シ
ア
か
ら
渡
っ
て
く
る
個
体
が
増
え
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
カ
ラ
ス
は
知
恵
を
持
つ
鳥
と
し
て
認
識
さ

れ
る
一
方
で
、不
吉
の
象
徴
と
も
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

聖
書
や
神
話
、
民
間
伝
承
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
で
は
、
体
長
約
五
○
セ
ン
チ
で
く
ち
ば
し
が
太
く
、

額
が
丸
み
を
帯
び
て
い
る
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
と
体
長
約
四
七
セ

ン
チ
と
く
ち
ば
し
が
細
く
、
額
が
な
だ
ら
か
な
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ

ス
の
二
種
類
が
あ
る
。
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
は
、「
カ
ァ
ー
カ
ァ
ー
」

と
太
く
低
い
声
で
鳴
き
、
比
較
的
森
林
に
近
い
環
境
を
好
む
が
、

主
に
都
市
部
（
神
社
仏
閣
、
公
園
、
市
街
地
の
街
路
樹
）
に
多
い
。

人
の
生
活
圏
に
密
着
し
て
お
り
、
ゴ
ミ
置
き
場
や
観
光
地
の
食
べ

残
し
を
狙
う
。
清
水
寺
や
八
坂
神
社
の
周
辺
、
鴨
川
沿
い
の
緑

地
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
は
、「
ガ
ー
ガ
ー
」

と
濁
っ
た
声
で
鳴
き
、
開
け
た
場
所
（
河
川
敷
、
農
地
、
郊
外

の
公
園
な
ど
）
を
好
み
、低
め
の
木
や
電
柱
な
ど
に
も
巣
を
作
る
。

農
地
の
周
辺
で
は
昆
虫
や
穀
物
な
ど
も
食
べ
る
た
め
、
嵯
峨
野

や
桂
川
沿
い
の
エ
リ
ア
で
よ
く
見
か
け
る
。
神
武
天
皇
が
東
征
の

途
中
、
熊
野
の
山
中
で
道
に
迷
っ
た
際
、
高
天
原
か
ら
遣
わ
さ
れ

た
八
咫
烏
（
や
た
が
ら
す
）
が
彼
を
導
き
、
大
和
へ
と
無
事
に
辿

り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
八
咫
烏
は
「
導
き
の

神
の
使
い
」
と
し
て
尊
ば
れ
、熊
野
神
社
の
神
使
と
さ
れ
て
い
る
。

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
も
採
用
さ
れ
「
正

し
い
方
向
へ
導
く
」
象
徴
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
原
子
力
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
初
代
事
務
局
長
を
務
め
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
午
前
午
後
に
各
一
回
質
問
し
て
少
し
は
盛
会
に
協
力
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
在
住
時
は
、
プ
ラ
ー
タ
ー
公
園
内
で
よ
く
カ
ラ
ス
を

目
撃
し
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
都
市

環
境
に
適
応
し
て
い
る
フ
ー
ド
ガ
ラ

ス
だ
ろ
う
。
京
都
で
も
東
山
周
辺
の

神
社
仏
閣
で
カ
ラ
ス
を
見
か
け
た
が
、

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
だ
と
思
う
。
今
月

も
両
地
に
生
き
る
動
物
を
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

プ
ラ
ー
タ
ー
公
園
内
の
木
に
止
ま
る
フ
ー
ド
ガ
ラ
ス
の
写
真
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 　

   

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　

   

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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原子力人材育成ネットワークシンポジウムの様子


